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研究成果の概要（和文）：急増する独居高齢者の社会的孤立・孤独死は、高齢者個人の尊厳のみならず、家族や
友人、知人、近隣、社会の安寧を脅かす。よって独居高齢者の社会的孤立・孤独の予防にむけた社会を構築する
ことは、高齢者個人はもとより、社会全体にかかわる、今日の重大な学術的、施策的課題である。本研究では、
独居高齢者の社会的孤立・孤独の社会的要因に基づく社会的孤立・孤独の予防に向けた民産官学共創による
Global－Good－ Practiceモデルの開発に向けて、システマティックレビュー、エキスパートインタビュー、疫
学調査を経て、介入モデルの計画、評価に資する多数の指標を開発し、その信頼性、妥当性を検証した。

研究成果の概要（英文）：The social isolation and loneliness of the elderly living alone, which is 
rapidly increasing, threatens not only the dignity of the individual elderly, but also the 
well-being of their families, friends, acquaintances, neighbors, and society. Therefore, building a 
society aimed at preventing the social isolation and loneliness of the elderly living alone is a 
serious academic and policy issue that concerns not only individual elderly people but also society 
as a whole. This study aims to develop a Global-Good-Practice model for the prevention of social 
isolation and loneliness based on the social factors of social isolation and loneliness among the 
elderly living alone, through a systematic review, expert Through interviews and epidemiological 
studies, a number of indicators were developed to contribute to the planning and evaluation of the 
intervention model, and their reliability and validity were tested.

研究分野： 公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
急増する独居高齢者の社会的孤立・孤独死は、高齢者個人の尊厳のみならず、家族や友人、知人、近隣、社会の
安寧を脅かす。よって独居高齢者の社会的孤立・孤独の予防にむけた社会を構築することは、高齢者個人はもと
より、社会全体にかかわる、今日の重大な学術的、施策的課題である。本研究で開発した介入モデルの計画、評
価に資する多数の指標は、学術的、施策的有用性が高く、有意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
わが国の独居高齢者数は増加の一途を辿っている。その数は、1989 年の 159 万人（65

歳以上人口に占める割合 13.1％）から 2016 年には 463 万人（26.7%）に達し、今後、
2025 年には 680 万人（40.5%）に達する（内閣府，2016）。またこの推計は、今後、少
子高齢化の進行や子らと同居しないライフスタイルの浸透、非婚率や離婚率の上昇等に
したがい、さらに顕著となることが予測されている。独居高齢者は他の世帯の高齢者に
比して概して日常生活の自立度は高い。しかしながらその健康には特有の課題があるこ
とがすでに指摘されている。具体的には、緊急時の対応が脆弱であること、事故等によ
る生命予後のリスクが高いこと等であるが、近年、より深刻な社会問題として顕在化し
つつあるのは、地域から孤立し、誰にも看取られずに死亡したり、死亡後、放置された
りする孤立死、すなわち‘社会的孤立死’である。 

内閣府の報告（2016）によれば、近所づきあいが「全くない」者は、同居者がいる高
齢者では 4.4％であるのに対し、独居高齢者では 24.1％に及ぶ。2010 年、1899 年生ま
れの男性が自宅で白骨化した状態で発見され、司法解剖の結果、30 年以上前に死亡し
ていることが明らかになったことを契機に行われた法務省の全国調査によれば、戸籍上
は生存しているにも関わらず、所在不明の 100 歳以上の高齢者は、約 23 万人に上る。
独居高齢者の社会的孤立の予防にむけては、地方公共団体が自ら、もしくは民間に委託
し、さまざまな見守りの事業やサービスに着手しているが、全国的にサービスの利用率
は最も高い緊急連絡先登録でも独居高齢者の 1～2 割に留まっている。中には、健康状
態や経済状況が困窮しているにも関わらず自ら支援を拒否する者も見受けられる。すな
わち実効性のある予防方策については未だ創出されていない。 
 
 
 
２．研究の目的 

 
独居高齢者の社会的孤立予防に向けた民産官学共創による見守りの  Good－ 

Practice （GP）モデルを構築するとともに、同モデルの社会実装の計画ならびに評価
に資する国際的指標（日・英）を開発し、その信頼性・妥当性を評価することである。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
【PhaseⅠ】では、我々が開発してきた社会的孤立予防モデルフレームワークに基づ
き、地域特性と民産官学共創に基づく実践者の経験や知識をレビューのうえ、適切な
内容を補充した GP モデルを開発し、同モデルの実装に必要なアイテムプールを作成
した。 
 
【PhaseⅡ】では、全国の自治体において全国調査を実施し、同モデルの計画ならび
に評価に資する国際的指標（日・英）the Self-efficacy for Social Participation 
Scale (SOSA) for Community-dwelling Older Adults を開発し、その信頼性・妥当
性を評価した。 

 
 
 
４．研究成果 
 

研究の主な成果は、本研究の目的に基づき、独居高齢者の社会的孤立予防に向けた民
産官学共創による見守りの Good－ Practice （GP）モデルの社会実装の計画ならびに
評価に資する国際的指標（日・英）the Self-efficacy for Social Participation Scale 
(SOSA) for Community-dwelling Older Adults を開発し、日本全国調査において
General Self-Efficacy Scale との並存妥当性等を含め、その信頼性・妥当性を実証した
ことにある。 

また当該成果における独創的かつ新規的インパクトは、the Self-efficacy for Social 
Participation Scale (SOSA) for Community-dwelling Older Adults の定義（概念）「The 
perceived ability to participate in activities shared in time and space with others」
を構築し、当該定義を構成する４因子、Instrumental self-efficacy Managerial、self- 



efficacy Interpersonal self-efficacy、 Cultural self-efficacy を見出したことにある。 
今後の展望は、本モデルならびに指標を国際実装し、その当該指標の有用性を評価す

るとともに当該指標における社会的孤立・孤独はもとより、超高齢社会における健康長
寿延伸への直接的、間接的効果評価を行い、学術的、施策的発展に資しることである。 
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都市部在住自立高齢者におけるLife-space mobilityに関連する要因の検討
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